
Ｃ＃でつくるＬＤＡＰブラウザ

Microsoft C# にはディレクトリサービスにアクセスするためのクラスが用意されていて、

ASP.NET の中から呼び出してディレクトリ情報を取得することができる。これを利用す

ることで、Web ブラウザを利用してディレクトリ情報を閲覧するためのユーザインター

フェースを Microsoft IIS(Internet Information Server)上で稼動する Web アプリケーションと

して簡単に作成することができる。

Microsoft は 2007 年になり、自社の Visual Studio 系の開発環境製品の無料版を配布しはじ

めた。その中には、C#や ASP.NET などの Web の開発環境も含まれている。また、Novell
は mono project で Linux 上で稼動する C# と.NET の開発環境とサーバを開発して公開して

いる。mono は最新の.NET フレームワークへの追従は遅れているものの、既存の.NET ア

プリケーションをある程度動かすことができる。逆に、mono で開発を行い IIS で稼動させ

ることも可能である。ただし、クロス開発を行ったアプリケーションの適応性に関しては

実際に運用環境でのテストを行うまでわからないことも多いため、開発に際して十分にテ

ストを行い、ノウハウについてのガイドラインを設けるなどの工夫が必要である。

Novell は自社の Web サイトにソリューションとして、mono と Visual Studio の双方で開発

して実行することのできるディレクトリサービスブラウザを紹介している。

( http://www.novell.com/coolsolutions/appnote/1673.html )

C#のディレクトリアクセス

ADSI (Active Directory Service Interfaces) は、Microsoft Windows Active Directory のプログラ

ミング インターフェイスで 、Visual Studio .NET および .NET Framework により、

DirectoryEntry コンポーネントおよび DirectorySearcher コンポーネントが備わった 

ADSI 機能を簡単に追加できる。

( http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/system.directoryservices.directoryentry(VS.80).aspx )

DirectoryEntry クラスは、“プロバイダ:.//プロバイダパス”の書式でバインドするリソー

スを指定するが、次のプロバイダをサポートしている。

 LDAP://

 WinNT:// 

 NDS:// 

 NWCOMPAT:// 

次の例は、DirectoryEntry クラスを利用して LDAP ディレクトリサーバにアクセスし、記

載情報を取得してリスト出力する。

http://www.novell.com/coolsolutions/appnote/1673.html
http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/system.directoryservices.directoryentry(VS.80).aspx


<%
DirectoryEntry de = new  DirectoryEntry(

 "LDAP://127.0.0.1:389/ou=User,dn=example,dn=com"
, "cn=Admin,dn=example,dn=com", "password"
, System.DirectoryServices.AuthenticationTypes.ServerBind);

foreach(DirectoryEntry child in de.Children)
{

Response.Write("<br>" + child.Name.ToString());
}

%>

例題では、"LDAP://127.0.0.1:389/ou=User,dn=example,dn=com"　のように、ローカルマシン

の LDAPサーバにアクセスし、example.com ドメインのユーザ情報にバインドしている。

.NET C# の LDAP ブラウザの mono への移植

Novell の Cool Solutions サイト:http://www.novell.com/coolsolutions/appnote/1673.html
には、.NET C# の LDAP ブラウザアプリケーションを Linux 上の Mono で動かす例が 

紹介されている。ここにあるサンプルプログラムは ASP.NET 1.1 用に書かれたもので、実

際に mono にて稼動することは、SLES10 にて確認した。SuSE Linux 上で、ソースコード

(.cs ファイル)を修正して mcs コンパイラでコンパイルし直すことも可能である。

mcs /t:library /out:bin/WebApplication1.dll -r:System.Web -r:System.Xml -r
:System.Data -r:System.Drawing -r:System.DirectoryServices AssemblyInfo.cs 
WebForm1.aspx.cs WebForm2.aspx.cs WebForm3.aspx.cs Global.asax.cs

Windows 上のASP .NET 開発環境

Microsoft が無料提供をしている Web 開発環境は、
Microsoft Visual Web Developper 2005 Express 

で、C# .NET のアプリケーションの開発環境の
Microsoft Visual C# 2005 Express

や、.NET Framework 開発キットの
Microsoft .NET Framework SDK     

が含まれているようである（当初、.NET 1.1 用の開発環境を構築しようとして、いくつか

別々にインストール、アンインストールをしたため未確認）。

Visual Web Developper 2005 Express は、 ASP.NET 2.0 用にデザインされていて、ASP.NET 
1.1 用のアプリケーションは 2.0 用のアプリケーションに変換すれば動くようになる。

http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/express/vwd/
http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/express/vcsharp/
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=0856EACB-4362-4B0D-8EDD-AAB15C5E04F5
http://www.novell.com/coolsolutions/appnote/1673.html
ldap://127.0.0.1:389/ou=User,dn=example,dn=com


Web アプリケーションの開発でありながら、デバッガが利用可能なためとても便利である。

IIS に Cool Solutions サイトからダウンロードした WebApp1 という例題を設定する際に、

実行アクセス権に関して「スクリプトおよび実行可能ファイル」を選択する。

しかし、Visual Web Developper 2005Express で ASP.NET 2.0 に変換してしまったプログラ

ムは、SLES 10 の mono 1.0 環境では実行エラーを起こしてしまい、mono の C#コンパイラー

の mcs でコンパイルし直そうにもコンパイルエラーとなってしまった。（この問題は、

mono 1.2 バージョンで解決している）。



Mono 最新版

最新版の mono-1.2.x は APS.NET 2.0 対応が強化されて、Visual Web Developper 2005 
Express で作成したプログラムがほぼそのまま稼動する。Mono のソースあるいはバイナリー

パックが http://www.mono-project.com/Downloads からダウンロードできる。

たとえば、以下のブラウザ表示は、実際に Linux の mono で起動した ASP.NET サーバに

アクセスして表示したものである。具体的は、Plamo Linux 4.2 に mono-1.2.3.1 のバイナリ

パッケージをインストールし、Visual Web Developper 2005 Express で ASP.NET 2.0 として

リビルドした WebApp1 というアプリケーションをプロジェクトごとコピーして、次のコ

マンドラインにて ASP.NET サーバを起動し、同一ホスト上でブラウザからアクセスして

操作したものである。このアプリケーションの場合、テーブルのセルの背景色以外の変更

はしていない。

$ xsp2 --root ~/mono/WebApp1

http://www.mono-project.com/Downloads
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